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理
工
学
部
創
立
六
〇
周
年
を
吐
え
て

立
命
館
大
学
親
友
各
会
長
　
島
田
泰
男

（
昭
和
二
十
二
年
卒
）

会
員
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご
清
祥
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
、

本
会
の
諸
活
動
に
幅
広
く
ご
支
援
を
賜

り
、
誠
に
有
難
く
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ます。さ
て
、
母
校
の
理
工
学
部
は
昭
和
十

三
年
二
九
三
八
年
）
　
に
立
命
館
高
等

工
科
学
校
と
し
て
発
足
以
来
、
本
年
で

丁
度
六
〇
周
年
を
迎
え
、
理
工
学
部
教

授
会
と
校
友
の
連
携
組
織
を
設
け
て
、

広
範
な
記
念
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。
と
く
に
、
平
成
十
一
年
一
月
二

十
四
日
　
（
日
）
・
I
R
京
都
駅
構
内
ホ

テ
ル
グ
ラ
ン
グ
イ
ア
に
て
創
立
六
〇
周

年
記
念
校
友
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
に

な
り
、
そ
の
た
め
の
実
行
委
員
会
が
設

置
さ
れ
、
機
友
会
会
長
の
小
生
が
委
員

長
を
仰
せ
つ
か
り
、
責
任
の
重
さ
を
痛

感
し
て
お
り
ま
す
。

実
行
委
員
会
内
に
は
事
業
委
員
会
が

置
か
れ
、
委
員
各
位
の
ご
支
援
に
よ
り
、

記
念
写
真
集
の
出
版
企
画
が
進
ん
で
お

り
ま
す
。
ま
た
、
必
要
な
財
源
確
保
の

た
め
の
財
務
委
員
会
で
は
、
前
記
写
真

集
に
協
賛
広
告
を
募
る
こ
と
に
よ
り
必

要
経
費
の
捻
出
に
関
す
る
努
力
が
重
ね

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
広
告
協
賛
に
つ

い
て
は
会
員
各
位
か
ら
も
多
く
の
ご
支

援
を
賜
り
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
広
報
委
員
会
で
は
四
万

人
の
理
工
学
部
校
友
に
対
す
る
広
報
活

動
を
展
開
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
記
念
校
友
大
会

の
機
会
に
理
工
学
部
全
体
の
同
窓
組
織

を
確
立
す
る
こ
と
の
意
義
が
広
く
指
摘

さ
れ
、
各
学
科
ご
と
の
同
窓
会
を
横
に

連
結
す
る
よ
う
な
連
合
体
ま
た
は
連
絡

協
議
会
の
よ
う
な
同
窓
組
織
の
結
成
が

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
是
非
と
も
こ
の

組
織
を
完
成
さ
せ
、
母
校
と
校
友
と
の

相
互
協
力
を
通
じ
て
、
母
校
の
さ
ら
な

る
発
展
と
会
員
各
位
の
益
々
の
ご
隆
盛

に
貢
献
で
き
れ
ば
誠
に
幸
い
に
存
じ
ま

す。

一
方
、
機
械
工
学
科
の
恩
師
で
も
あ

る
大
南
正
瑛
総
長
は
、
こ
の
十
二
月
末

日
を
も
っ
て
二
期
八
年
の
任
期
を
満
了

さ
れ
ま
す
。
先
生
は
び
わ
こ
・
く
さ
つ

キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
理
工
学
部
拡
充
移
転

や
政
策
科
学
部
の
新
設
な
ど
、
本
学
の

第
四
次
長
期
計
画
を
見
事
に
リ
ー
ド
さ

れ
、
母
校
の
社
会
的
評
価
を
飛
躍
的
に

高
め
ら
れ
ま
し
た
。

大
南
先
生
の
総
長
任
期
満
了
と
い
う

記
念
す
べ
き
時
期
が
、
理
工
学
部
創
立

六
〇
周
年
の
時
期
に
重
な
る
と
い
う
偶

然
に
も
、
一
入
感
慨
深
い
も
の
が
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
特
別
な
タ
イ
ミ

ン
グ
で
上
記
の
記
念
校
友
大
会
が
開
催

さ
れ
る
わ
け
で
あ
り
、
理
工
学
部
卒
業

生
で
あ
る
と
と
も
に
機
械
工
学
科
の
卒

業
生
で
あ
る
機
友
全
会
員
に
あ
っ
て
は
、

全
国
各
地
か
ら
是
非
と
も
多
数
ご
参
加

頂
き
ま
し
て
、
と
も
に
大
南
先
生
の
長

年
に
わ
た
る
ご
指
導
と
ご
尽
力
に
謝
意

を
表
し
た
く
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
機
友
会
で
は
現
在
、
全
国
を

十
三
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
割
し
た
支
部
組
織

の
結
成
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
本
年
七

月
十
一
日
に
は
関
係
各
位
の
ご
尽
力
に

よ
り
、
第
十
番
目
の
支
部
と
し
て
九
州

支
部
が
発
足
致
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

現
在
、
第
十
一
番
目
の
支
部
と
し
て
四

国
支
部
の
設
立
準
備
が
進
捗
し
て
お
り
、

来
春
に
は
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
る
運

び
で
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
各
位
に
は
、

今
後
と
も
引
き
続
き
種
々
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
会
員
各
位
の
益
々
の
ご
健

勝
と
ご
発
展
を
祈
念
し
て
、
ご
挨
拶
に

替
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

立
命
館
学
園
の
夢
ひ
ら
く
前
途
に
寄
せ
て

立
命
館
総
長
・
学
長

大
南
正
瑛
　
（
昭
和
二
十
九
年
卒
）

機
友
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご

壮
健
に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
本
学
園
の
発
展

に
向
け
て
多
大
の
ご
支
援
と
ご
高
配
を

賜
り
、
誠
に
有
難
く
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
皆
様
の
母
校
・
立
命
館
大
学

は
、
校
友
を
は
じ
め
各
界
・
各
層
の
幅

広
い
ご
支
援
に
よ
り
、
び
わ
こ
・
く
さ

つ
キ
ャ
ン
パ
ス
　
（
B
K
C
）
　
へ
の
理
工

学
部
拡
充
移
転
と
政
策
科
学
部
の
設
置

を
基
軸
と
す
る
第
四
次
長
期
計
画
を
成

功
裡
に
完
遂
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
四
月
に
は
経
済
・
経
営
両

学
部
が
B
K
C
に
新
展
開
し
、
学
生
規

模
一
万
四
千
名
の
文
字
ど
お
り
文
理
融

合
型
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

が
誕
生
致
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
世
界

と
社
会
の
需
要
か
ら
発
想
し
た
文
理
総

合
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
と
よ
ば
れ
る

斬
新
な
文
理
融
合
型
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

と
教
育
シ
ス
テ
ム
が
と
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
そ
こ
で
は
経
済
学
部
や
経
営
学
部

所
属
で
多
く
の
理
工
学
部
専
門
科
目
を

勉
強
す
る
学
生
や
、
逆
に
理
工
学
部
学

生
で
経
済
学
部
や
経
営
学
部
の
専
門
科

目
を
広
く
勉
強
す
る
学
生
諸
君
を
サ
ポ

ー
ト
し
、
経
営
セ
ン
ス
に
優
れ
た
技
術

者
や
、
科
学
技
術
に
精
通
し
た
企
業
経

営
者
を
輩
出
す
る
た
め
の
新
た
な
教
育

研
究
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

理
工
学
部
は
本
年
創
立
六
〇
周
年
を

迎
え
て
、
機
友
会
の
島
田
会
長
を
委
員

長
と
す
る
記
念
校
友
大
会
実
行
委
員
会

が
組
織
さ
れ
、
広
範
な
記
念
事
業
が
推

進
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
関
し
、
学

園
を
代
表
し
て
お
祝
い
を
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
十
三
年
　
二
九
三
八
年
）
　
に
立
命

館
高
等
工
科
学
校
と
し
て
発
足
以
来
、

翌
年
に
は
立
命
館
日
満
高
等
工
科
学
校

に
改
組
、
そ
の
後
、
専
門
学
部
、
専
門

学
校
等
の
変
遷
を
経
て
、
昭
和
二
十
四

年
に
新
制
立
命
館
大
学
理
工
学
部
と
し

て
再
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
の
理
工
学
部

に
成
長
し
て
き
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

日
本
近
代
史
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
た
こ

の
六
〇
年
間
に
お
け
る
機
械
系
学
科
の

卒
業
生
で
構
成
さ
れ
る
機
友
会
の
諸
活

動
が
、
い
ま
島
田
会
長
の
ご
指
導
の
も

と
に
力
強
く
推
進
さ
れ
、
全
国
規
模
で

の
支
部
組
織
が
ほ
ぼ
完
成
す
る
段
階
ま

で
到
達
さ
れ
ま
し
た
点
に
つ
い
て
、
敬

意
を
表
し
た
く
存
じ
ま
す
。

理
工
学
部
で
は
各
学
系
ご
と
の
同
窓

組
織
を
も
と
に
学
部
全
休
の
校
友
組
織
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を
強
化
す
る
企
画
が
推
進
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
誠
に
時
宜

を
得
た
好
企
画
で
あ
り
、
校
友
と
母
校

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、
大
き
な
展

開
を
期
待
す
る
次
第
で
す
。
現
在
、
各

学
部
で
同
様
の
企
画
が
進
捗
し
っ
つ
あ

り
、
全
学
的
な
校
友
会
活
動
と
も
有
機

的
結
合
を
は
か
り
つ
つ
、
二
十
二
万
名

に
の
ぼ
る
全
校
友
と
母
校
と
の
絆
を
さ

ら
に
太
く
し
、
双
方
の
相
互
協
力
を
通

じ
て
、
本
学
園
の
二
十
一
世
紀
へ
の
新

た
な
飛
躍
を
目
指
し
た
く
存
じ
ま
す
。

二
〇
〇
〇
年
に
大
分
県
別
府
市
に

「
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
」
　
を
設

置
す
る
大
型
事
業
に
つ
い
て
も
、
国
内

外
の
各
界
の
ご
協
力
を
得
て
、
本
年
九

月
文
部
省
に
設
置
申
請
を
行
い
、
正
式

に
受
理
さ
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
漕
ぎ
着
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
国
内
外
と
も

に
厳
し
く
不
透
明
な
社
会
・
経
済
状
況

も
あ
り
ま
す
が
、
日
本
で
は
先
例
の
な

い
国
際
大
学
で
あ
る
新
大
学
設
立
に
対

す
る
大
き
な
社
会
的
期
待
の
中
で
設
置

実
現
の
確
か
な
手
応
え
を
感
じ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
新
大
学
の
設
立
と
成
功
は

い
う
ま
で
も
な
く
、
本
学
園
の
次
の
一

世
紀
の
姿
を
形
成
す
る
大
事
業
で
あ
り
、

引
き
続
き
校
友
各
位
の
絶
大
な
る
ご
支

援
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

私
は
、
二
期
八
年
の
任
期
を
勤
め
了

え
て
総
長
・
学
長
職
を
退
任
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
総
長
在
任
中
は
機
友

会
の
皆
様
を
は
じ
め
多
く
の
校
友
各
位

に
、
幅
広
く
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、

衷
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

二
十
一
世
紀
を
目
前
に
控
え
た
今
、
新

た
な
飛
躍
に
向
け
て
、
正
に
立
命
館
学

園
の
大
き
な
夢
ひ
ら
く
気
配
を
感
じ
っ

つ
、
総
長
職
を
長
田
豊
臣
新
総
長
に
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
で
き
る
こ
と
を
、
こ
の
上

な
く
幸
せ
に
存
じ
ま
す
。
新
総
長
の
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
に
、
学
園
関
係

者
と
校
友
が
一
丸
と
な
っ
て
更
な
る
努

力
を
重
ね
ら
れ
、
「
世
界
の
な
か
の
ベ

ス
ト
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
立
命
館
」
　
が
実

現
す
る
こ
と
を
念
願
致
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
会
員
各
位
の
益
々
の
ご
健

勝
と
ご
発
展
を
祈
念
し
て
、
ご
挨
拶
に

替
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

支
部
だ
よ
り

九
州
史
郎
が
力
強
く
昇
足

え
部
長
　
松
村
博
久

（
昭
和
三
十
三
年
辛
）

機
友
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
お
元
気

で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
た
び
九
州
八
県
に
ご
存

住
の
機
械
工
学
科
卒
業
生
各
位
の
温
か

い
ご
協
力
に
よ
り
、
立
命
館
大
学
機
友

会
の
九
州
支
部
が
め
で
た
く
発
足
致
し

ま
し
た
。
一
九
九
七
年
十
二
月
十
四
日

お
よ
び
一
九
九
八
年
二
月
二
十
一
日
に

は
機
友
会
会
長
・
島
田
泰
男
氏
な
ら
び

に
母
校
機
械
工
学
科
・
酒
井
達
雄
教
授

の
ご
出
席
を
得
て
、
十
八
名
の
準
備
委

員
に
よ
る
二
回
に
わ
た
る
準
備
委
員
会

が
持
た
れ
、
一
九
九
八
年
七
月
十
一
日

に
支
部
設
立
記
念
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
総
会
で
は
最
初
に
支
部
会
則
制

定
と
役
員
選
出
等
の
議
事
が
あ
り
、
続

い
て
機
械
工
学
科
の
恩
師
で
も
あ
り
、

現
在
、
立
命
館
　
l
総
長
・
学
長
の
大
南
正

瑛
先
生
の
特
別
講
演
　
「
立
命
館
ア
ジ
ア

太
平
洋
大
学
の
創
設
と
立
命
館
学
園
の

新
展
開
」
　
を
拝
聴
し
ま
し
た
。
大
南
総

長
の
情
熱
的
な
ご
講
演
に
接
し
、
熱
気

の
中
で
参
加
者
一
同
、
母
校
の
著
し
い

発
展
に
目
を
見
張
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま

した。な
お
、
役
員
選
出
に
あ
た
り
期
せ
ず

小
生
が
初
代
支
部
長
を
仰
せ
つ
か
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
微
力
な
が
ら
ベ
ス

ト
を
尽
く
し
て
責
任
を
果
た
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
幅
広
く
皆
様

の
ご
指
導
と
ご
鞭
捷
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
支
部
会
員
は
住
所
が
判
明
し
て
い

る
範
囲
で
1
8
0
名
程
度
の
会
員
数
規

模
で
あ
り
、
住
所
不
明
の
会
員
を
含
め

る
と
3
0
0
名
以
上
の
規
模
に
の
ぼ
る

と
予
想
さ
れ
ま
す
。
身
近
な
ご
友
人
同

士
で
情
報
交
換
し
な
が
ら
、
校
友
諸
氏

の
ご
住
所
な
ど
判
明
の
際
は
、
是
非
と

も
情
報
を
母
校
機
友
会
本
部
な
ら
び
に

当
方
宛
に
ご
一
報
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。

総
会
は
隔
年
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
総
会
が
開
催
さ
れ
る
た
び

に
母
校
と
の
絆
が
太
く
な
り
、
校
友
相

互
の
親
睦
も
深
ま
り
ま
す
よ
う
、
支
部

会
員
各
位
に
は
多
数
ご
参
加
を
賜
り
た

く
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
何
卒

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
す
で
に
全
国
各
地
で
十
支
部

が
発
足
し
て
お
り
、
今
後
、
各
支
部
間

お
よ
び
本
部
・
支
部
間
の
相
互
交
流
も

重
要
に
な
っ
て
参
り
ま
す
。
楽
し
く
力

強
い
機
友
会
を
目
指
し
て
、
お
互
い
に

無
理
は
せ
ず
持
続
可
能
な
前
進
を
は
か

り
た
い
と
考
え
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

最
後
に
、
会
員
各
位
の
益
々
の
ご
健

勝
と
機
友
会
の
発
展
、

さ
ら
に
母
校
の

一
層
の
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

滋
習
え
邸
第
甲
甲
鱒
合
を
開
催

史
郎
長
　
山
田
え
助

（
昭
和
二
十
二
年
草
）

台
風
七
号
で
心
配
さ
れ
て
い
た
天
候

も
回
復
し
た
平
成
十
年
九
月
二
十
三
日

に
滋
賀
支
部
（
愛
称
、
び
わ
こ
機
友
会
）

の
第
四
回
総
会
が
ク
サ
ツ
エ
ス
ト
ピ
ア

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
支
部
第

一
号
と
し
て
誕
生
し
た
の
が
平
成
四
年

九
月
六
日
、
設
立
後
六
年
に
な
り
ま
す
。

当
日
、
講
演
会
の
講
師
と
し
て
田
中

道
七
先
生
、
来
賓
と
し
て
、
島
田
泰
男

機
友
会
会
長
、
大
学
か
ら
秋
下
貞
夫
、

岩
清
水
幸
夫
、
川
村
貞
夫
の
諸
先
生
、

当
支
部
の
会
員
と
し
て
田
中
武
司
、
酒

井
達
雄
両
先
生
、
又
、
山
元
茂
先
生
が

出
席
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
・
総
会
は
午
後
一
時
三
十
分

か
ら
田
中
武
司
相
談
役
司
会
の
下
、
支

部
長
が
議
長
と
な
っ
て
順
調
に
進
行
し
、

議
案
①
役
員
改
選
と
②
会
則
の
一
部
変

更
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
役

員
改
選
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

「
支
部
長
」
　
山
田
元
助
「
副
支
部
長
」

石
川
隆
司
、
北
河
博
、
藤
谷
勝
、
「
庶

務
幹
事
」
　
荒
堀
俊
夫
、
尾
本
守
、
上
野

哲
夫
、
「
会
計
幹
事
」
　
青
木
一
夫
、
「
会

計
監
査
」
　
石
本
与
山
郎
、
武
田
幸
三
、

「
相
談
役
」
　
藤
野
俊
英
、
田
中
武
司
、

羽
重
光
郎
　
（
敬
称
略
）

引
続
き
来
賓
、
島
田
機
友
会
会
長
か

ら
懇
切
な
挨
拶
と
立
命
館
大
学
理
工
学

部
創
立
六
〇
周
年
記
念
校
友
大
会
の
開

催
の
披
露
が
あ
り
ま
し
た
。
（
実
行
委

員
長
は
島
田
機
友
会
会
長
。
）
　
平
成
十

一
年
一
月
二
十
四
日
　
（
日
）
　
に
ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
グ
イ
ア
で
開
催
と
の
こ
と
。
機

友
会
の
皆
さ
ん
、
是
非
参
加
し
ま
し
ょ

第
二
部
。
「
講
演
会
と
ビ
デ
オ
の
上

映
」
　
は
、
藤
谷
副
支
部
長
の
司
会
で
行

わ
れ
、
B
K
C
リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
ス
室

長
の
田
中
道
七
先
生
が
　
「
産
学
交
流
の

現
状
と
将
来
展
望
に
つ
い
て
」
　
講
演
さ

れ
ま
し
た
。

母
校
は
学
術
研
究
・
科
学
技
術
の
発

展
と
社
会
へ
の
貢
献
の
た
め
組
織
的
に

産
官
学
交
流
に
取
り
く
ん
で
い
ま
す
が
、

そ
の
重
要
部
門
の
産
官
学
交
流
事
業
推

進
室
長
と
し
て
多
大
の
成
果
を
あ
げ
て

お
ら
れ
る
田
中
道
七
先
生
の
実
情
を
ふ
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しが酒宴秋先支野行　　あ　り　に川　　てにか学究をの映ピー　　しも力　し　ユl究　　し者さ　ま 
酒た　ら　を　0下生部相わ記が’っ村こい関　ら　ど成上実しジ月　引たの中　くlを設母た一れえ 
井　0存汲出先紹長談れ念り　会い先のます川ジ果映例たネ二続　○での、を通備校　0同たた 
先　　分み席生介の役た撮ま場て生ビする村ネを　しの「ス十き　　あ会こ提じをは　　を具’ 
生　　にか者のと閑の後影しはユかデ　○研先ス売まT立の　日　N　　り　員れ棄て有最　魅体わ 
の　　歓わ一昔諸会司、がた爆lらオ　　究生」り　LV命成、H　　、にはし豊し新　　了的か 
音　談し同頭先の会第和　○笑モN放　」のでまた（館功産K　誠弁現’富’の　　しなり 
頭　　し、楽で生辞で三気　のアH映　が「母す　○三大例学・　に重在そで七極　深資易 
で　て食し一のの始部あ　渦溢K後　’靴校　○タ十学と交丁　　有なのの柔つめ　　い料い 
声　　交事い同挨あま・い　　でれ放’　と　下の本イ分と　し流Ⅴ　　意示不成軟のて　　感とお 
高　　流を雰乾拶と　り　懇あ　　大る映当　　り　の成格ト）東てやが　　義唆況果な研充　　銘共話 
ら　　を共囲盃が来’親い　　いお後　日　　あ　自功化ルの京全パ平　　なを打は提究実　　をには 
か　深に気しあ賓石会■の　　に話の出　　げ動例すはど大国テ成　　講与解素携セ　し　　与、、 
に　　め　しでて　り　の川が中　　盛が反席　　ら生のる「デ学にン十　　潰えに晴メ　ンた　　え出配 
校　　まな美開、諸副藤で　　り　あ響の　　れ産中大研オ」放　卜年　　でる努らニタ研　　ま席布 

■雛半十 に人え名婦会山教本長公会景スて県潟後支も表き号に四参輪のこ牛越 

童覿宴酢闘酢 　北陸借越支部の活動状況（平成8年10月～平成10年10月） 
開催年月日　　　　　　　　行事名称　　　　　　　　　　　　開催場所　　　　　　　　　　　　　　　　　　備　考 

記念講演1「びわ二・くさつキャンハスの現状と将来J 

H8・10・19（土）第3回支鵬会・納会　　　ごんぎゃ旅館（新潟県小木町）　記悪霊悪書悪霊諾詰ヒ兼アジア」 

（株）大西代表取締役社長　大西　洋氏 

H…・20（日）佐測光　　　　　　　　　　　　　　警；「芸這諾漂占芸雷㌔憲等大佐汝スカイ 

H9．3．8（土）　　　特別会員懇談会　　　　　　　　　　　名鉄トヤマホテル（富山市）　　　　　役員打合せ会を兼ねる 

特別謙譲「チェーン屋から見た四輪・二輪車の動向」 
H9・6鳥篭，雲ノ？．冨芸芸芸霊宝並びに　　　金沢シティモンドホテル（金沢市）懇志望誓去賢農芸豊富警欝山田昭氏 

金沢市内観光（武家屋敷、忍者寺、東茶屋街、他） 

H9．9．20（土）　　　役員打合せ会　　　　　　　　　　　　福井ワシントンホテル（福井市） 

H9．11．8（土）　　　立命館大学全国交友大会　　　　　　　都ホテル（京都市）　　　　　　　　　当支部より、支部長　他4名参加 

H9・ll・30（日）芸至芸妄認諾鳥親会　立命猷学BKC　　　　当支部より・支部長他摘参加 

HlO・2・14（土）芸諾芸雲芸塁会並びに　　　名鉄トヤマホテル（富山市）　講霊よ芸笑芸芸造機悪霊芸霊芝皇将来」 

H10．2．15（日）　　見学会　　　　　　　　　　　　　　　国宝「瑞龍寺」（高岡市）　　　　　　　国宝指定を記念して 

HlO．4．は（土）　　役員打合せ会　　　　　　　　　　　　福井ワシントンホテル（福井市） 

H10．8．22（土）　　役員打合せ会　　　　　　　　　　　　福井ワシントンホテル（福井市） 

記念讃偏‖「松本サリン事件について」 

HlO・10・24（土）第4回支部総会・納会　　　せきえい旅館「蔵」（長野県穂高町）記悪霊忘2篭㌫憲と私」 

立命館総長　大南正瑛先生 

HlO・10・25（日）安曇野紗）旅　　　　　　　　　　　　孟？認諾㌔削美術館・ガラス硯大王わさび農 



（4）第4号　　　　　　　　　　　　　　　立命館大学機友会ニュース　　　　　　　　　　　　平成10年12月25日

機
友
会
会
員
　
（
主
人
）
　
の
活
動
を
円
滑

に
実
施
す
る
一
助
と
な
れ
ば
と
の
も
く

ろ
み
と
、
ご
婦
人
の
慰
労
の
二
面
を
狙

っ
た
も
の
で
す
。

支
部
総
会
で
は
記
念
講
演
を
二
件
お

願
い
致
し
ま
し
た
。
一
件
は
昭
和
四
十

四
年
立
命
館
大
学
法
学
部
を
卒
業
さ
れ
、

長
野
県
を
中
心
に
弁
護
士
活
動
を
活
発

に
、
精
力
的
に
展
開
し
て
お
ら
れ
る
竹

川
進
一
先
生
に
お
願
い
し
、
「
松
本
サ

リ
ン
事
件
」
　
に
関
し
て
お
話
を
頂
き
ま

し
た
。
こ
の
事
件
を
通
じ
て
、
市
民
の

科
学
的
物
の
考
え
方
の
不
足
・
被
疑
者

の
弁
護
活
動
に
対
す
る
民
主
化
の
不

足
・
犯
罪
の
組
織
化
、
広
域
化
、
高
度

化
、
の
三
点
を
指
摘
さ
れ
た
こ
と
は
深

く
印
象
に
残
り
ま
し
た
も
　
も
う
一
件
は

総
長
・
大
南
正
瑛
先
生
に
お
願
い
し
、

ご
立
命
館
と
私
」
　
と
題
し
て
、
先
生
の

学
生
時
代
、
教
員
時
代
、
そ
し
て
総
長

と
し
て
の
八
カ
年
を
振
り
返
っ
て
お
話

を
頂
き
ま
し
た
。
常
に
立
命
館
学
園
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
、
教
育
・
研
究
に
斬

新
な
方
法
を
導
入
さ
れ
た
お
姿
に
接
し
、

今
日
の
素
晴
ら
し
い
学
園
を
築
い
て
頂

い
た
ご
功
績
に
敬
意
と
感
謝
の
念
を
抱

き
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
「
夢
、
そ
れ

は
実
現
す
る
も
の
」
　
と
の
お
言
葉
は
参

加
者
一
同
に
夢
と
勇
気
を
与
え
て
頂
き

ま
し
た
。

支
部
総
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
信
州

の
山
菜
料
理
を
ふ
ん
だ
ん
に
味
わ
い
、

秋
の
夜
長
を
会
員
相
互
の
親
睦
に
費
や

し
ま
し
た
。

支
部
総
会
の
翌
日
は
紅
葉
の
美
し
い

穂
高
・
安
曇
野
散
策
の
旅
を
行
い
ま
し

た
。
秋
晴
れ
の
天
侯
に
恵
ま
れ
、
ま
た

地
元
会
員
の
錦
密
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

行
き
届
い
た
心
配
り
に
助
け
ら
れ
楽
し

い
観
光
と
な
り
、
会
員
相
互
の
親
睦
が

一
層
深
ま
っ
た
こ
と
は
勿
論
で
す
。
さ

ら
に
は
ご
婦
人
　
（
女
房
）
　
に
対
す
る
慰

労
に
も
十
分
な
効
果
が
あ
っ
た
と
存
じ

ま
す
。
な
お
、
次
回
の
第
五
回
支
部
総

会
は
二
年
後
の
平
成
十
二
年
秋
に
石
川

県
で
開
催
す
る
予
定
で
、
再
会
を
堅
く

約
束
致
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
展
開
し
て
き
ま
し
た

種
々
の
活
動
は
支
部
会
員
各
位
の
御
協

力
と
御
支
援
の
賜
物
で
あ
り
、
ま
た
機

友
会
本
部
役
員
並
び
に
母
校
教
職
員
各

位
の
多
大
な
御
援
助
の
賜
物
と
深
く
感

謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
今
後
も
会

員
相
互
の
和
と
輪
の
広
が
り
を
目
指
し

て
活
発
な
事
業
を
展
開
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
会
員
諸
兄
の
御

理
解
と
御
協
力
を
切
に
お
願
い
す
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

同
山

京
都
支
部
役
員
一
同

平
成
十
年
一
月
九
日
午
前
十
一
時
十

分
、
立
命
館
大
学
機
友
会
京
都
支
部
長

の
津
田
幸
彦
氏
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

津
田
幸
彦
氏
は
津
田
電
線
株
式
会
社
の

代
表
取
締
役
会
長
を
お
務
め
な
さ
れ
る

傍
ら
、
機
友
会
京
都
支
部
の
設
立
に
ご

尽
力
さ
れ
、
平
成
四
年
十
月
三
日
に
開

催
さ
れ
た
支
部
設
立
記
念
総
会
に
お
い

て
出
席
者
全
員
の
懇
請
を
受
け
て
初
代

支
部
長
に
ご
就
任
さ
れ
、
豊
か
な
ご
経

験
と
温
か
い
お
人
柄
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
京
都
支
部
を
力
強
く
ご
指
導
頂
い
て

き
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
び
の

突
然
の
計
報
に
接
し
、
誠
に
残
念
で
あ

り
恐
悦
に
堪
え
な
い
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
こ
に
、
京
都
支
部
役
員
一
同
、

こ
れ
ま
で
の
ご
指
導
と
ご
尽
力
に
対
し

て
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

衷
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ます。

同
窓
会
だ
よ
り

第
九
回
オ
ア
シ
ス
合
　
秋
の
行
楽

頒
應
浦
山
上
よ
り

明
石
海
峡
大
格
を
望
む

小
野
健
二
　
（
昭
和
三
十
年
卒
）

藤
谷
・
酒
井
研
究
室
同
窓
会
で
は
憩

の
場
「
オ
ア
シ
ス
会
」
と
い
う
愛
称
で
、

前
回
は
B
K
C
の
地
元
信
楽
の
登
り
窯

を
見
学
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
こ
の
春

開
通
し
た
明
石
海
峡
大
橋
を
山
の
上
か

ら
眺
め
よ
う
と
い
う
事
か
ら
須
磨
浦
山

上
へ
出
か
け
ま
し
た
。
十
一
月
八
日
連

日
の
冷
え
込
み
に
も
拘
ら
ず
当
日
は
絶

好
の
小
春
日
和
に
恵
ま
れ
山
陽
須
磨
浦

公
園
よ
り
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
＆
カ
ー
レ
ー

タ
ー
に
乗
り
継
い
で
、
山
上
の
展
望
台

へ
出
る
と
眼
下
に
瀬
戸
内
3
6
0
度
の

大
パ
ノ
ラ
マ
が
展
開
、
西
に
は
瀬
戸
内

海
を
一
跨
ぎ
に
明
石
海
峡
大
橋
の
堂
々

た
る
雄
姿
は
勿
論
の
こ
と
、
対
岸
の
淡

路
島
も
一
望
に
で
き
、
東
へ
目
を
転
じ

る
と
須
磨
浦
の
美
し
い
海
岸
線
が
伸
び
、

神
戸
市
街
、
六
甲
山
山
系
、
更
に
大
阪

湾
か
ら
関
空
方
面
ま
で
見
渡
す
こ
と
が

出
来
、
暫
し
そ
の
景
観
を
満
喫
し
な
が

ら
歓
談
の
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
か
ら
の
景
色
を
楽
し

み
な
が
ら
下
山
し
、
須
磨
駅
よ
り
海
岸

に
出
て
遊
歩
道
を
散
策
、
途
中
当
日
の

会
場
で
あ
る
　
「
シ
ー
パ
ル
須
磨
」
　
を
背

景
に
記
念
写
真
を
撮
り
、
予
定
通
り
三

時
頃
目
的
地
に
到
着
し
ま
し
た
。

会
議
室
は
窓
越
し
に
松
林
や
海
岸
が

眺
め
ら
れ
る
す
ぼ
ら
し
い
環
境
に
あ
り
、

先
ず
酒
井
先
生
よ
り
B
K
C
の
近
況
並

び
に
理
工
学
部
六
〇
周
年
記
念
事
業
に

つ
い
て
ご
説
明
頂
い
た
後
、
今
回
の
テ

ー
マ
で
あ
る
明
石
海
峡
大
橋
の
ビ
デ
オ

［
こ
れ
が
世
界
一
の
つ
り
橋
だ
］
・
（
今

年
三
月
N
H
K
よ
り
放
映
さ
れ
た
も

の
）
　
を
観
賞
、
配
布
さ
れ
た
技
術
資
料

「
明
石
海
峡
大
橋
を
支
え
る
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
・
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
」
　
と
共

に
構
造
・
強
度
等
を
理
解
す
る
一
助
と

し
ま
し
た
。

特
別
講
演
は
去
る
九
月
下
旬
イ
ギ
リ

ス
の
国
際
会
議
に
参
画
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
酒
井
先
生
よ
り
　
「
材
料
の
確
率
疲

労
特
性
と
信
頼
性
保
証
技
術
」
　
と
題
し

て
ご
研
究
の
一
端
を
ご
披
露
頂
き
ま
し

た
。
明
石
海
峡
大
橋
の
寿
命
と
も
関
連

付
け
て
説
明
し
て
頂
き
、
わ
か
り
や
す

く
非
常
に
興
味
深
く
拝
聴
致
し
ま
し
た
。

特
に
疲
労
試
験
の
繰
返
し
数
に
つ
い
て

は
疲
れ
限
度
以
下
の
応
力
で
は
、
い
く

ら
繰
り
返
し
て
も
破
断
し
な
い
と
言
う



（5）第4号　　　　　　　　　　　　　　　立命館大学機友会ニュース　　　　　　　　　　　　平成10年12月25日

の
が
我
々
三
〇
年
卒
の
年
代
の
通
論
で

し
た
が
、
そ
こ
を
超
え
て
更
に
1
0
の

8
乗
・
9
乗
回
と
試
験
を
続
け
る
こ
と

に
よ
り
、
従
来
の
常
識
を
覆
す
よ
う
な

挙
動
が
発
見
さ
れ
、
国
際
的
に
も
見
直

さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
話
を
聞
き
、

色
々
な
研
究
の
価
値
の
ラ
ン
ク
付
け
は

可
能
か
と
い
う
疑
問
に
対
す
る
一
つ
の

解
答
が
得
ら
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
用
意
し
た
ビ
デ
オ
　
［
フ
ラ

ク
タ
ル
が
新
し
い
世
界
を
開
く
］
を
見

な
が
最
近
の
先
生
の
研
究
　
「
フ
ラ
ク
タ

ル
」
　
に
つ
い
て
解
説
を
し
て
頂
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
非
常
に
興
味
深
い
テ
ー
マ

で
す
が
時
間
切
れ
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

次
の
機
会
に
譲
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

別
席
で
、
出
張
先
か
ら
取
り
急
ぎ
駆

け
つ
け
て
頂
い
た
大
槻
様
を
加
え
宴
会

が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
も
疲
労

試
験
の
話
題
が
継
続
し
四
〇
年
卒
の
入

江
様
か
ら
　
「
我
々
の
時
代
は
1
0
の
7

乗
回
を
超
え
も
っ
と
や
る
べ
き
だ
と
言

っ
て
お
っ
た
ん
だ
。
」
　
と
言
う
ご
意
見

も
出
て
、
三
〇
年
代
・
四
〇
年
代
・
・

そ
し
て
現
在
へ
と
、
一
見
地
味
な
研
究

で
す
が
脈
々
と
続
け
ら
れ
、
特
別
講
演

で
お
聞
き
し
た
よ
う
な
一
つ
の
成
果
が

得
ら
れ
つ
つ
あ
る
事
は
一
に
酒
井
先
生

の
ご
精
進
に
よ
る
も
の
で
す
が
誠
に
喜

ば
し
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
同
じ
研
究
室
の
同
窓
会

な
ら
で
は
の
共
通
し
た
話
題
で
、
時
の

過
ぎ
る
の
を
忘
れ
予
定
を
一
時
間
超
過

し
て
午
後
八
時
お
開
き
と
言
う
事
に
致

し
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
名
残
惜
し
い
点

も
あ
り
ま
し
た
が
、
文
字
通
り
憩
の
場

「
オ
ア
シ
ス
会
」
　
と
し
て
有
意
義
な
一

日
を
過
ご
す
事
が
出
来
ま
し
た
。
ご
出

席
頂
き
ま
し
た
皆
様
方
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

「
教
員
だ
よ
り

U
B
C
に
滞
在
し
て

理
工
学
部
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科

数
枚
　
石
井
　
明

立
命
館
大
学
の
海
外
研
究
員
制
度
に

よ
り
、
一
九
九
八
年
四
月
か
ら
九
月
ま

で
の
約
半
年
間
、
カ
ナ
ダ
の
バ
ン
ク
ー

バ
ー
市
に
あ
る
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
（
U
B
C
）
産
業
オ
ト

ト
メ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所
に
滞
在
し
た
。

自
己
の
新
規
テ
ー
マ
に
つ
い
て
研
究
を

進
め
る
と
共
に
、
同
研
究
所
の
関
連
研

究
分
野
の
研
究
者
と
交
流
す
る
機
会
を

得た。同
研
究
所
は
、
地
元
の
主
要
産
業
の

一
つ
で
あ
る
水
産
加
工
業
か
ら
の
技
術

開
発
要
請
を
受
け
て
、
鮭
の
カ
ッ
テ
ィ

ン
グ
作
業
、
「
数
の
子
」
　
の
等
級
判
別

作
業
、
缶
詰
め
の
外
観
検
査
な
ど
の
自

動
化
技
術
に
研
究
開
発
実
績
を
も
っ
て

い
る
。
い
ず
れ
も
T
V
カ
メ
ラ
画
像
を

処
理
し
て
形
状
や
寸
法
を
計
測
す
る
技

術
で
あ
る
が
、
工
業
製
品
の
画
像
処
理

技
術
と
比
較
し
て
、
生
も
の
を
扱
う
と

き
の
難
し
さ
が
あ
る
。
我
々
も
常
日
ご

ろ
、
画
像
処
理
を
応
用
し
た
自
動
化
技

術
の
開
発
を
考
え
る
と
き
、
食
品
加
工

分
野
の
重
要
性
を
考
え
つ
つ
も
、
製
品

の
変
動
が
大
き
い
な
ど
工
業
製
品
と
は

異
な
る
難
し
さ
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し

て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
研
究
担
当
者

と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
有
益
で
あ

った。私
の
研
究
目
的
は
、
焦
点
位
置
を
物

体
面
上
で
移
動
す
る
こ
と
に
よ
り
物
体

の
形
状
情
報
を
取
得
す
る
従
来
の
形
状

計
測
原
理
を
、
生
産
ラ
イ
ン
に
お
け
る

製
品
検
査
に
適
し
た
三
次
元
形
状
計
測

方
式
と
し
て
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ

た
。
用
途
を
考
え
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
計

測
装
置
と
す
る
こ
と
に
留
意
し
て
設
計

を
行
い
、
卓
上
型
の
計
測
実
験
装
置
を

試
作
し
実
験
を
進
め
た
。
期
間
中
の
成

果
と
し
て
、
新
し
い
計
測
方
式
の
有
用

性
を
確
認
す
る
と
共
に
、
今
後
の
研
究

課
題
を
具
体
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
は
大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、
短
期
間
で
は
あ
っ
た
が
研
究

に
専
念
で
き
る
良
い
環
境
の
賜
物
で
あ

り
、
海
外
研
究
員
制
度
と
U
B
C
の
ご

好
意
に
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

U
B
C
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
バ
ン
ク

ー
バ
ー
市
の
西
部
に
位
置
し
、
大
平
洋

に
突
き
出
た
半
島
状
の
地
域
に
あ
り
、

周
り
を
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
キ
ャ
ン

パ
ス
周
辺
か
ら
市
中
央
部
に
か
け
て
は

高
級
住
宅
地
と
な
っ
て
お
り
、
実
に
良

く
整
備
さ
れ
た
美
し
い
家
並
が
展
開
し

て
い
る
。
気
候
は
穏
や
か
で
あ
り
、
殊

に
、
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
は
快
晴

の
日
が
続
き
、
し
か
も
高
緯
度
の
た
め

涼
し
く
、
夜
は
九
時
半
ご
ろ
ま
で
明
る

く
、
一
年
中
の
ベ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
と
な

る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
は
珠
玉
の
よ
う
に
美

し
く
、
お
そ
ら
く
世
界
で
屈
指
の
美
し

い
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
ろ
う
。
三
月
末
に

到
着
し
た
が
、
四
月
に
か
け
て
桜
が
満

開
で
街
路
を
埋
め
尽
く
し
、
ま
も
な
く

五
月
が
近
づ
く
と
大
き
な
石
楠
花
が
キ

ャ
ン
パ
ス
の
そ
こ
か
し
こ
に
咲
き
誇
る

様
子
は
と
て
も
美
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

花
木
の
季
節
が
過
ぎ
る
と
、
替
わ
っ
て

整
備
さ
れ
た
花
壇
の
草
花
が
キ
ャ
ン
パ

ス
を
彩
っ
た
。
遠
方
に
は
海
岸
山
脈
の

雪
を
頂
い
た
山
々
が
望
ま
れ
た
が
、
こ

の
光
景
は
同
じ
く
雪
を
頂
く
比
良
山
を

遠
望
す
る
び
わ
こ
キ
ャ
ン
パ
ス
を
思
い

起
こ
さ
せ
る
も
の
が
あ
り
親
し
み
を
覚

え
た
。
こ
の
よ
う
な
快
適
な
自
然
環
境

の
中
へ
　
カ
ナ
ダ
の
人
々
は
ゆ
っ
た
り
と

し
た
生
活
を
送
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
そ
れ
を
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
る
劇

場
や
周
辺
に
点
在
す
る
ロ
ー
コ
ス
ト
な

ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
が
助
け
て
お
り
真
に
羨

ま
し
い
。
あ
る
教
授
は
、
生
活
費
は
安

い
し
環
境
も
良
い
の
で
倍
の
給
料
を
も

ら
わ
な
い
限
り
よ
そ
に
移
り
た
く
な
い

と
言
っ
て
い
た
。
一
方
、
学
生
は
朝
早

く
か
ら
登
校
し
、
大
学
院
生
は
夜
遅
く

ま
で
計
算
機
に
向
か
っ
て
研
究
を
行
っ

て
お
り
感
心
さ
せ
ら
れ
た
。
大
学
院
の

ゼ
ミ
に
毎
週
参
加
す
る
機
会
を
得
た
が
、

教
授
と
学
生
の
や
り
と
り
に
接
し
、
教

授
が
事
細
か
な
研
究
指
導
を
院
生
に
あ

た
え
て
い
る
様
子
に
立
命
館
大
学
と
変

わ
ら
ぬ
教
育
の
姿
を
見
て
微
笑
ま
し
く

思
っ
た
次
第
で
あ
る
。
ま
た
同
時
に
留

守
を
守
る
私
の
研
究
室
の
院
生
の
こ
と

も
思
い
起
こ
さ
れ
、
里
心
を
覚
え
た
も

の
で
あ
る
。

U
B
C
で
の
生
活
に
も
慣
れ
、
研
究

も
軌
道
に
乗
っ
て
来
た
頃
、
帰
国
の
日

が
や
っ
て
来
た
。
九
月
に
入
る
と
、
カ

ナ
ダ
の
気
候
も
秋
に
さ
し
か
か
り
、

木
々
の
葉
も
色
づ
き
、
落
ち
葉
を
舞
い

上
げ
る
風
も
多
く
吹
く
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。
ま
さ
に
帰
国
の
時
を
知
ら
せ
る

よ
う
で
あ
っ
た
。
短
い
期
間
で
は
あ
っ

た
が
、
海
外
研
究
を
通
じ
て
、
学
術
教

育
交
流
お
よ
び
生
活
文
化
理
解
の
上
で

貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

こ
の
体
験
を
今
後
の
教
育
研
究
に
生
か

し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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機友会60年の歩み　（平成10年11月調査資料）

事
務
局
だ
よ
り

理
工
学
部
創
立
六
〇
周
年
に
因
ん
で
、

機
友
会
の
生
い
立
ち
と
経
過
を
調
べ
て

居
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
た
ま
た
ま
九
州

支
部
発
足
会
の
出
欠
回
答
書
の
中
に

「
昭
和
十
六
年
・
日
下
部
先
生
が
機
械

科
主
任
教
授
の
時
代
に
機
友
会
を
創
設

し
た
…
」
　
旨
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
、
そ

れ
を
ス
タ
ー
ト
点
と
し
て
手
元
に
あ
る

古
い
写
真
等
を
参
考
に
纏
め
た
も
の
が

下
記
の
年
代
表
で
す
。
特
に
昭
和
四
〇

年
以
前
に
つ
い
て
、
不
明
な
点
が
多
々

あ
り
ま
す
の
で
機
友
会
に
関
す
る
情
報

が
あ
れ
ば
何
な
り
と
、
F
A
X
等
で
事

務
局
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

尚
、
こ
れ
ま
で
の
機
友
会
ニ
ュ
ー
ス

等
で
ご
存
じ
と
思
い
ま
す
が
、
平
成
四

年
に
㈱
菊
水
製
作
所
の
島
田
会
長
が
機

友
会
の
会
長
に
就
任
さ
れ
て
以
来
、
各

地
の
機
友
会
支
部
づ
く
り
が
精
力
的
に

進
め
ら
れ
、
平
成
十
年
十
一
月
現
在
既

に
十
支
部
が
設
立
さ
れ
、
夫
々
特
色
あ

る
活
動
が
進
め
ら
れ
て
居
り
ま
す
。
左

図
に
各
支
部
の
設
立
状
況
、
並
び
に
平

成
一
〇
年
卒
ま
で
の
O
B
会
員
の
全
国

分
布
状
況
を
示
し
ま
す
。
学
生
を
含
め

全
国
約
七
〇
〇
〇
名
の
会
員
の
ご
健
闘

並
び
に
各
支
部
の
益
々
の
発
展
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

年
　
代

昭
和
一
三
年

昭
和
一
六
年

昭
和
二
三
年

昭
和
二
八
年

昭
和
二
九
年

同
年

昭
和
三
〇
年

昭
和
三
二
年

昭
和
三
七
年

昭
和
三
九
年
？

昭
和
四
一
年

昭
和
五
二
年

昭
和
五
四
年

昭
和
五
六
年

昭
和
五
八
年

昭
和
六
〇
年

昭
和
六
二
年

平
成
　
元
年

同
年

同
日

平
成
　
三
年

同
年

平
成
　
四
年

平
成
　
五
年

平
成
　
六
年

平
成
　
ヒ
年

平
成
　
八
年

平
成
　
九
年

平
成
　
十
年

経
過
お
　
よ
び
　
（
関
連
事
項
）

（
立
命
館
高
等
工
科
学
校
設
立
）
　
　
　
　
　
1
9
3
8
年

日
下
部
先
生
・
機
械
科
主
任
教
授
時
代
に
学
生
に
よ
る
機
友
会
創
設

（
学
校
教
育
法
制
定
に
よ
る
新
制
「
立
命
館
大
学
」
設
立
）

学
生
機
友
会
　
（
大
南
幹
事
長
）
　
主
催
に
よ
る
工
場
見
学
会

川
崎
車
輌
㈱
・
川
崎
造
船
㈱
・
川
崎
重
工
㈱
・
㈱
朝
日
新
聞
社

同
右
・
工
場
見
学
会

新
日
国
工
業
㈱
・
福
助
ミ
シ
ン
㈱
・
ダ
イ
ハ
ツ
工
業
㈱
・
他

第
三
回
　
機
友
会
総
会
　
（
学
生
主
体
＆
O
B
）
　
六
・
二
〇

衣
笠
第
一
号
新
館
　
（
現
三
号
館
）

学
生
機
友
会
に
よ
る
工
場
見
学
会

枠
本
チ
ェ
ー
ン
㈱
・
伊
丹
飛
行
場
・
日
亜
製
鋼
㈱

同
右
・
工
場
見
学
会

久
保
田
鉄
工
㈱
・
大
阪
府
立
図
書
館
・
大
阪
城

臨
時
総
会
・
O
B
に
よ
る
初
め
て
の
大
会
　
七
・
八

初
代
会
長
に
藤
谷
教
授
を
選
出
　
丸
太
町
鴨
川
西
岸
・
電
電
公
社
？

第
四
回
　
総
会
　
私
学
会
館
？
　
年
月
日
・
場
所
不
明

第
五
回
　
総
会
　
以
学
館
一
〇
・
二
三

第
六
回
　
総
会
　
以
学
館
一
〇
・
三
〇

第
七
回
　
総
会
　
以
学
館
一
一
・
一
八

第
八
回
　
総
会
　
存
心
館
一
一
・
一
五

第
九
回
　
総
会
　
中
川
会
館
一
一
・
一
三

第
十
回
　
総
会
　
中
川
会
館
　
一
〇
・
二
七

第
十
一
回
　
総
会
　
末
川
記
念
会
館
　
一
丁
一
五

（
機
械
工
学
科
開
設
五
〇
周
年
記
念
）

初
代
会
長
　
藤
谷
先
生
ご
逝
去
　
五
月
二
日

第
十
二
回
　
総
会
　
都
ホ
テ
ル
　
後
継
会
長
に
大
南
教
授
を
選
出

藤
谷
先
生
追
悼
会
　
　
九
・
一
〇

（
理
工
学
部
創
設
五
〇
周
年
記
念
校
友
大
会
）

大
南
総
長
就
任
記
念
祝
賀
全
　
学
而
館
　
二
・
二
四

第
十
三
回
　
総
会
　
中
川
会
館
一
〇
・
一
三

会
長
に
㈱
菊
水
製
作
所
・
島
田
会
長
を
選
出

全
国
一
三
ブ
ロ
ッ
ク
の
機
友
会
支
部
設
立
を
決
定

支
部
設
立

第
十
四
回
　
総
会

支
部
設
立

支
部
設
立

第
十
五
回
　
総
会

支
部
設
立

支
部
設
立

第
十
六
回
　
総
会

支
部
設
立

支
部
設
立

滋
賀
九
・
六
、
北
陸
信
越
九
・
一
九
、
京
都
一
〇
・
三
、

大
阪
一
丁
二
八

末
川
記
念
会
館
　
一
〇
・
一
ヒ

東
海
　
七
・
二
五

兵
庫
　
三
・
二
七

コ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
　
一
一
二
二
ハ

奈
良
和
歌
山
　
四
・
一
六

関
東
　
九
・
一
五

コ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
　
一
一
・
三
〇

中
国
　
九
二
ハ

九
州
　
L
・
一
一

四
国
・
東
北
・
北
海
道
、
準
備
中
　
1
9
9
8
年


